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1.  平成21年8月期第2四半期の連結業績（平成20年9月1日～平成21年2月28日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年8月期第2四半期 12,952 ― 303 ― 236 ― △235 ―

20年8月期第2四半期 11,664 13.3 412 △18.9 12 △98.2 △380 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年8月期第2四半期 △3.96 ―

20年8月期第2四半期 △6.28 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年8月期第2四半期 18,476 3,178 14.8 46.04
20年8月期 21,279 3,560 14.8 52.91

（参考） 自己資本   21年8月期第2四半期  2,733百万円 20年8月期  3,141百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

現時点での期末配当の予想については未定であります。 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年8月期 ― ― ― 2.50 2.50

21年8月期 ― ―

21年8月期 
（予想）

― ― ―

3.  平成21年8月期の連結業績予想（平成20年9月1日～平成21年8月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,800 11.5 750 △21.4 650 △0.4 70 ― 1.18



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載した業績予想は、現時点で入手可能な情報にもとづいております。そのため、様々な要因により実際の業績は上記予想数値と異なる可能性
があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年8月期第2四半期 61,949,600株 20年8月期  61,949,600株

② 期末自己株式数 21年8月期第2四半期  2,588,471株 20年8月期  2,587,948株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年8月期第2四半期 59,361,614株 20年8月期第2四半期 60,532,289株



定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国発の金融不安を背景とした世界的な景気減速の影響を受け、

国内企業の収益悪化のみならず個人消費も停滞に向かっており、景気の先行き不透明感が強まりました。

　このような環境下、当社グループにおきましては、賃貸管理事業及び介護事業は、拠点拡大による寄与などもあり、

堅調に推移した一方で、建設事業及び不動産販売事業は市場環境悪化の影響を受けました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は129億52百万円（前年同期比11.0％増）、経

常利益は２億36百万円（前年同期は12百万円の利益）、四半期純損失は２億35百万円（前年同期比38.1％減）となり

ました。

 

各事業の種類別セグメントの概況は、次のとおりであります。

①建設事業

　当第２四半期連結累計期間における建設事業は、景況感の急速な悪化に伴う不動産市場の先行き不透明感の影響

を受け、売上高は10億95百万円（前年同期比22.2％減）となり、営業利益は13百万円（前年同期比56.5％減）となり

ました。

②不動産販売事業　

　当第２四半期連結累計期間における不動産販売事業は、書籍「お金持ち大家さんへの道」を軸としたマーケティ

ングを進め、収益用不動産の販売に注力してまいりましたが、景況感の悪化に伴う不動産市況の低迷の影響を受け、

売上高は16億96百万円（前年同期比51.2%減）となり、営業損失は２億44百万円（前年同期は３億30百万円の利益）と

なりました。

③賃貸管理事業

　当第２四半期連結累計期間における賃貸管理事業は、店舗数の拡大（前年同期比３店舗増加の28店舗）に加えて、

昨年７月に株式会社ハウジング恒産を買収したことによる寄与等により売上高は58億29百万円（前年同期比106.3％増）、

営業利益は３億69百万円（前年同期比14.3％増）となりました。

④介護事業

　当第２四半期連結累計期間における介護事業は、認知症高齢者向け介護施設「グループホーム」の棟数拡大（前

年同期比15棟増加の107棟）による寄与等があり、売上高は48億95百円（前年同期比16.3％増）、営業利益は１億23百

万円（前年同期比614.4％増）となりました。 

２．連結財政状態に関する定性的情報

（流動資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、117億77百万円となり、前連結会計年度末に比べ28億42　

百万円減少しました。これは主に現預金及び販売用不動産の減少によるものです。

（固定資産）

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、66億98百万円となり、前連結会計年度末に比べ39百万円

増加しました。これは主に投資有価証券の評価減等による減少が３億87百万円あったものの、販売用不動産から固定

資産への転用による建物・構築物及び土地の振替等があったことによるものです。

（流動負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、105億55百万円となり、前連結会計年度末に比べ26億24百

万円減少しました。これは主に短期借入金の減少によるものです。

（固定負債）

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、47億41百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億２百

万円増加しました。これは主に長期借入金の増加によるものです。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、31億78百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億81百万

円減少しました。これは主に利益剰余金の減少によるものです。

【キャッシュフローの状況】 

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、18億83百万円と前連結会計年度末に比べ16億58百万

円減少しました。各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の増加は、２億87百万円となりました。これは主に、たな卸資産の減少による資金の増加３億

29百万円があったことによるものです。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は、35百万円となりました。これは主に、定期預金・積金の預入れによる資金の預入と

払戻しによる純減額41百万円及び敷金保証金の差入と払戻しによる資金の純減額45百万円、またＭ＆Ａによる資金の

減少45百万円があったものの投資有価証券の売却による収入１億16百万円があったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の減少は、19億10百万円となりました。これは主に、短期及び長期借入金の借入と返済による

純減額18億72百万円によるものです。

３．連結業績予想に関する定性的情報

　内閣府と財務省が平成21年３月に発表した法人企業景気予測調査によれば、平成21年１－３月期の現状及び先行き

の景況に関して、大企業、中堅企業、中小企業いずれもが「下降」が続くと判断しており、わが国経済及び経営環境

は、今後さらなる厳しい状況が予想されています。

　このような環境下、当社グループでは、ストックビジネス（賃貸管理事業及び介護事業）における事業展開の加速

による収益基盤の強化に注力することに加え、建設事業及び不動産販売事業におけるローコストオペレーションの徹

底、グループ会社間における連携強化による相乗効果の追求等に注力する計画です。

　以上により、平成21年８月期連結業績は、売上高268億円、営業利益７億50百万円、経常利益６億50百万円、

当期純利益70百万円を見込んでおります。 

　当社は、平成21年２月27日開催の取締役会において、当社の非公開化のための定款の一部変更及び全部取得条項付

株式の全部の取得について、平成21年４月28日開催予定の臨時株主総会及び普通株主による種類株主総会に付議する

ことを決議いたしました。 

　本定款一部変更等が承認されますと、当社株式は、株式会社大阪証券取引所ヘラクレス市場の上場廃止基準に該当

することとなりますので、当社株式は平成21年４月29日から平成21年５月27日までの間、整理銘柄に指定された後、

平成21年５月28日をもって上場廃止となる予定です。 

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

重要な子会社の異動はありません。

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

固定資産の減価償却の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

①「四半期財務諸表に関する会計基準」等の適用

　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」の適用

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、個別法による原価法によっておりましたが、第１四

半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用

されたことに伴い、個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

により算定しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益が28百万円減少し、税金等調整前四半期純損

失が212百万円増加しております。

　セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

　なお、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法については、洗替え法を適用しております。
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年８月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 4,096,143 5,713,585 

受取手形・完成工事未収入金等 1,537,623 1,448,844 

販売用不動産 5,439,536 6,410,841 

未成工事支出金 118,261 103,966 

不動産事業支出金 52,113 21,587 

その他のたな卸資産 36,796 34,601 

繰延税金資産 140,550 101,130 

その他 359,637 787,275 

貸倒引当金 △2,897 △1,487 

流動資産合計 11,777,765 14,620,344 

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 1,288,851 1,135,086 

土地 1,960,602 1,732,601 

その他（純額） 67,688 48,103 

有形固定資産計 3,317,141 2,915,791 

無形固定資産   

のれん 1,013,225 1,078,799 

その他 76,019 45,508 

無形固定資産計 1,089,244 1,124,307 

投資その他の資産   

投資有価証券 700,126 1,087,485 

長期貸付金 149,703 151,474 

繰延税金資産 21,414 3,030 

その他 1,431,354 1,381,646 

貸倒引当金 △10,709 △4,486 

投資その他の資産計 2,291,891 2,619,149 

固定資産合計 6,698,277 6,659,249 

資産合計 18,476,042 21,279,593 
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年８月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 460,732 597,966 

短期借入金 4,861,602 6,857,267 

1年内返済予定の長期借入金 2,154,991 2,355,937 

1年内償還予定の社債 500,000 260,000 

未払法人税等 125,416 195,179 

未成工事受入金 111,200 76,080 

賞与引当金 104,891 151,380 

完成工事補償引当金 1,893 1,494 

その他 2,235,019 2,685,037 

流動負債合計 10,555,746 13,180,342 

固定負債   

社債 530,000 650,000 

長期借入金 1,948,335 1,624,216 

受入敷金保証金 1,964,649 1,953,178 

退職給付引当金 41,228 35,982 

繰延税金負債 98,238 95,936 

その他 158,927 179,445 

固定負債合計 4,741,378 4,538,759 

負債合計 15,297,125 17,719,101 

純資産の部   

株主資本   

資本金 965,185 965,185 

資本剰余金 1,175,236 1,175,236 

利益剰余金 1,422,537 1,806,118 

自己株式 △438,282 △438,250 

株主資本合計 3,124,677 3,508,289 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △391,505 △367,239 

評価・換算差額等合計 △391,505 △367,239 

少数株主持分 445,744 419,441 

純資産合計 3,178,917 3,560,492 

負債純資産合計 18,476,042 21,279,593 
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年２月28日) 

売上高 12,952,739

売上原価 10,228,678

売上総利益 2,724,061

販売費及び一般管理費 2,420,559

営業利益 303,501

営業外収益  

受取利息 7,410

受取配当金 618

受取手数料 1,556

負ののれん償却額 30,482

その他 33,635

営業外収益合計 73,703

営業外費用  

支払利息 112,594

その他 28,202

営業外費用合計 140,796

経常利益 236,407

特別利益  

固定資産売却益 3,788

投資有価証券売却益 13,591

受取保険金 60,000

その他 7,383

特別利益合計 84,763

特別損失  

販売用不動産評価損 183,831

投資有価証券評価損 243,514

役員退職慰労金 20,000

その他 15,226

特別損失合計 462,572

税金等調整前四半期純損失（△） △141,401

法人税、住民税及び事業税 112,646

法人税等調整額 △44,252

法人税等合計 68,394

少数株主利益 25,381

四半期純損失（△） △235,176
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △141,401

減価償却費 54,346

販売用不動産評価損 183,831

のれん償却額 118,001

有形固定資産除売却損益（△は益） 1,477

投資有価証券評価損益（△は益） 243,514

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） △13,591

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,405

賞与引当金の増減額（△は減少） △46,489

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 399

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,245

受取利息及び受取配当金 △8,029

支払利息 112,594

和解金 8,800

売上債権の増減額（△は増加） △78,602

たな卸資産の増減額（△は増加） 329,915

仕入債務の増減額（△は減少） △137,233

その他 △182,860

小計 451,323

利息及び配当金の受取額 8,709

利息の支払額 △109,832

和解金の支払額 △8,800

法人税等の還付額 144,032

法人税等の支払額 △197,823

営業活動によるキャッシュ・フロー 287,608

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △72,665

定期預金の払戻による収入 31,400

有形固定資産の取得による支出 △18,055

有形固定資産の売却による収入 4,260

無形固定資産の取得による支出 △1,475

投資有価証券の売却による収入 116,431

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△45,302

敷金の回収による収入 36,504

敷金の差入による支出 △82,372

その他 △4,366

投資活動によるキャッシュ・フロー △35,641
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年９月１日 
 至 平成21年２月28日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 1,758,000

短期借入金の返済による支出 △3,753,665

長期借入れによる収入 808,000

長期借入金の返済による支出 △684,826

社債の発行による収入 130,000

社債の償還による支出 △10,000

配当金の支払額 △148,404

その他 △9,779

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,910,675

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,658,708

現金及び現金同等物の期首残高 3,542,387

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,883,678
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　当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成21年２月28日)

 
建設事業
（千円）

不動産販売
事業

（千円）

賃貸管理
事業

（千円）

介護事業
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対
　する売上高

847,423 1,409,371 5,800,467 4,895,476 12,952,739 ― 12,952,739

(2）セグメント間の
内部売上高
又は振替高

247,854 286,668 28,967 ― 563,490 (563,490) ―

計 1,095,277 1,696,040 5,829,434 4,895,476 13,516,229 (563,490) 12,952,739

営業利益 13,318 △244,578 369,164 123,811 261,715 41,785 303,501

　（注）１　事業区分の方法

事業の種類及び性質等を考慮して区分しております。

２　各事業区分の主な内容

(1）建設事業　　　　マンション・アパート・戸建住宅及び改修工事等の建築請負・設計・施工

(2）不動産販売事業　土地、戸建住宅、アパート・マンション及び商業ビル等の販売

(3）賃貸管理事業　　不動産の賃貸、管理及び仲介

(4）介護事業　　　　介護施設の運営

３　たな卸資産の評価方法

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、個別法による原価法によっておりましたが、第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）

が適用されたことに伴い、個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法）により算定しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の不動産販売事業における営業利益が28,586千円減少しておりま

す。

　なお、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法については、洗替え法を適用しております。

〔所在地別セグメント情報〕

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年９月１日　至　平成21年２月28日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

〔海外売上高〕

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年９月１日　至　平成21年２月28日）

海外売上高がないため該当事項はありません。

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。
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「参考資料」

前年同四半期に係る財務諸表

（１）中間連結損益計算書

前中間連結会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

区分 金額（千円）
百分比
（％）

Ⅰ　売上高  11,664,469 100.0

Ⅱ　売上原価  9,222,548 79.1

売上総利益  2,441,921 20.9

Ⅲ　販売費及び一般管理費  2,029,639 17.4

営業利益  412,282 3.5

Ⅳ　営業外収益    

１．受取利息 8,544   

２．受取配当金 152,540   

３．受取手数料 2,796   

４．負ののれん償却額 44,512   

５．その他 14,388 222,783 1.9

Ⅴ　営業外費用    

１．支払利息 127,255   

２．投資事業組合等損失 486,223   

３．その他 9,415 622,895 5.3

経常利益  12,170 0.1

Ⅵ　特別利益    

１．その他 4,572 4,572 0.1

Ⅶ　特別損失    

１．固定資産除売却損 509   

２．投資有価証券評価損 224,803   

３．その他 4,406 229,719 2.0

税金等調整前中間純損失  △212,977 △1.8

法人税、住民税及び事業税 105,194   

過年度法人税等還付金額 △24,167   

法人税等調整額 124,203 205,229 1.8

少数株主損失  38,192 △0.3

中間純損失（△）  △380,014 △3.3
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（２）中間連結キャッシュ・フロー計算書

前中間連結会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

区分 金額（千円）

Ⅰ　営業活動によるキャッシュ・フロー

１　税金等調整前中間純損失（△） △212,977

２　減価償却費 37,271

３　のれん償却額 4,979

４　固定資産除売却損 509

５　投資有価証券評価損 224,803

６　投資事業組合等損失 486,223

７　貸倒引当金の増加額 104

８　賞与引当金の増加額 9,978

９　完成工事補引当金の減少額 △1,528

10　退職給付引当金の増加額 2,204

11　受取利息及び受取配当金 △161,085

12　支払利息 127,255

13　和解金損失 2,500

14　売上債権の増加額 △44,644

15　たな卸資産の増加額 △224,080

16　仕入債務の増加額 17,595

17　未払消費税等の減少額 △1,894

18　未収消費税等の減少額 15,145

19　未成工事受入金の減少額 △273,214

20　その他 194,084

小計 203,231

21　利息及び配当金の受取額 162,093

22　利息の支払額 △129,102

23　和解金の支払額 △2,500

24　過年度法人税等の還付金額 24,167

25　法人税等の支払額 △710,958

営業活動によるキャッシュ・フロー △453,068
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前中間連結会計期間
（自　平成19年９月１日
至　平成20年２月29日）

区分 金額（千円）

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー

１　定期預金・積金の預入による支出 △18,615

２　定期預金・積金の払戻による収入 8,600

３　固定資産の取得による支出 △14,974

４　無形固定資産の取得による支出 △605

５　投資有価証券の取得による支出 △50,133

６　投資有価証券の売却による収入 5,000

７　新規連結子会社株式の取得による支出 △20,285

８　関係会社株式の売却による収入 1,083

９　敷金保証金の戻りによる収入 9,530

10　敷金保証金の差入による支出 △71,775

11　その他 25,333

投資活動によるキャッシュ・フロー △126,842

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー  

１　短期借入れによる収入 4,469,000

２　短期借入金の返済による支出 △4,653,362

３　長期借入れによる収入 587,000

４　長期借入金の返済による支出 △616,296

５　社債の発行による収入 250,000

６　社債の償還による支出 △560,000

７　自己株式の取得による支出 △177,347

８　配当金の支払額 △152,696

財務活動によるキャッシュ・フロー △853,702

Ⅳ　現金及び現金同等物の増加額（△減少額） △1,433,614

Ⅴ　現金及び現金同等物の期首残高 4,441,836

Ⅵ　現金及び現金同等物の中間期末残高 3,008,222
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（３）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

前中間連結会計期間（自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日）

 
建設事業
(千円)

不動産販売
事業
(千円)

賃貸管理事
業

(千円)

介護事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高        

(1)外部顧客に対す

る売上高
1,270,589 3,476,620 2,706,485 4,210,773 11,664,469 ― 11,664,469

(2)セグメント間の

内部売上高又は

振替高

136,968 ― 119,652 ― 256,621 (256,621) ―

計 1,407,557 3,476,620 2,826,138 4,210,773 11,921,090 (256,621) 11,664,469

営業費用 1,376,929 3,146,355 2,503,132 4,193,441 11,219,859 (32,327) 11,252,187

営業利益 30,627 330,264 323,006 17,331 701,231 (288,949) 412,282

　（注) １　事業区分の方法

事業の種類及び性質等を考慮して区分しております。

２　各事業区分の主な内容

(1) 建設事業　　　　マンション・アパート・戸建住宅及び改修工事等の建築請負・設計・施工

(2) 不動産販売事業　土地、戸建住宅、アパート・マンション及び商業ビル等の販売

(3) 賃貸管理事業　　不動産の賃貸、管理及び仲介

(4) 介護事業　　　　介護施設の運営

３　営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用(291,856千円)の主なものは、当社の総務部

門等管理部門に係る費用であります。

４　追加情報

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、平成19年３月31日以前に取得した資産については、改正

前の法人税法に基づく減価償却の方法の適用により、取得価額の５％に到達した連結会計年度の翌連結会計

年度より、取得価額の５％相当額と備忘記録との差額を５年間にわたり均等償却し、減価償却に含めて計上

しております。

　これによる各事業セグメントの営業利益に与える影響は軽微であります。

〔所在地別セグメント情報〕

前中間連結会計期間(自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

〔海外売上高〕

前中間連結会計期間(自　平成19年９月１日　至　平成20年２月29日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。
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６．その他の情報

該当事項はありません。
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